
ブレーキのエア抜き

ブレーキ フルード補充時に、ごみや水を混入させないこと。
化学変化を防止するため、銘柄の異なるブレーキ フルードを使用しないこと。
ブレーキ フルードは、Honda純正ウルトラ ブレーキ フルードDOT3またはDOT4を使用すること。
ブレーキ フルードは塗装面を傷めるため、部品類に付着させないこと。付着した場合はすぐに水で洗い流すこと。
抜取ったブレーキ フルードは再使用しないこと。

1. リフト  セット

2. ブレーキ  フルード 抜取り

1. リザーバ タンク（A）からリザーバ タンク キャップ（B）を外す。

2. リザーバ タンクからフィルタを外す。

3. タンクからフルードおよび沈殿物を吸取る。 

3. ブレーキ  フルード 補充

1. リザーバ タンクにフィルタを取付ける。

2. リザーバ タンクのMAX（上限）線（A）までブレーキ フルードを補
充する。

4. エア抜き 順序

1. ブレーキ フルードのエア抜きはフロント右側から行う。

5. エア抜き
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1. ブリード スクリュ キャップを取外してブリード スクリュに透明チ
ューブ（A）を接続し、適当な容器（B）でブレーキ フルードを受け
る。

2. アシスタントがブレーキ ペダルをゆっくりと数回踏込み、強く踏
んだままにする。

3. ブリード スクリュを緩めて、ブレーキ フルードとともにエアを排
出させる。

4. ブレーキ フルードが勢いよく流れ出なくなったら（ブレーキ ペダ
ルが床についたら）、ブリード スクリュを締める。

5. ブリード スクリュからエアが出なくなるまでステップ2からステッ
プ4の手順を繰返し、ブリード スクリュを締付ける。

作業中にリザーバ タンク内のブレーキ フルードがなくな
らないように注意し、必要な場合は補充する。

6. ステップ1からステップ5の手順を、各輪ともエアが抜けるまで行
う。

6. ブリード スクリュ  締付け

1. 各ブリード スクリュを規定トルクで締付ける。

ブリード スクリュの締付けは、フレア ナット レンチ（市販
工具）を用いる。

2. ブリード スクリュ キャップを各ブリード スクリュに取付ける。

7. ブレーキきき具合 点検

12インチ ブレーキ仕様車:
トルク 8.5N·m (0.87kgf·m）
13インチ ブレーキ仕様車:
トルク 7.9N·m (0.81kgf·m）
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1. リザーバ タンク内のブレーキ フルード量を確認し、必要に応じ
てブレーキ フルードを補充する。

2. 安全な場所で試走し、ブレーキのきき具合を確認する。 


